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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一般会計補正予算

総務課

企画観光課

町民税務課

農業振興課

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

喜界町光ブロードバンド管理費 
 

防災災害対策費 

喜界町夏祭り協賛会補助金 

維持補修費 

工事請負費 

養殖事業者試料支援事業 

漁業船舶燃油高騰支援事業 

税務総務費 

農業者年金受託事業費 

畜産事業者支援事業費

6,500千円

  
 

8,000千円

3,000千円

501千円

19,000千円

507千円

8,000千円

1,153千円

179千円

18,020千円

　令和４年第２回定例会は、６月６日開会し６月13日まで８日間の会期で開かれた。６月６日は一般質問があ
り５名が登壇。また承認９件を承認、報告５件があり、議案３件陳情１件を各常任委員会に付託した。６月13
日の最終本会議では、各常任委員会の委員長から報告があり、議案３件を可決。報告１件があり、追加議
案４件、発委１件を可決した。

“物価高騰支援実施”

■■■■ 令和４年度 補正予算の主なもの ■■■■

県の農村整備事業で光ファイバーケーブルが
あたる箇所の工事費。場所:坂嶺集落の排水路
（県負担5百85万円、町負担65万円）

不発弾処理のため需用費50万は土嚢袋代、役
務費7百50万円は土嚢作成から徹去・処分ま
での手数料

2年間、祭りを開催できず今年度の夏祭り寄付
金の拡充を図るため

池治海水浴場にシャワーを設置

スギラビーチアクセス道路整備にともなう、ア
スファルト舗装（延長320メートル）

クルマエビ飼料高騰分の経費支援
飼料1袋当たり300円高騰分の支援

漁業者燃油高騰分の経費支援
１リットル当たり（上限４０円）高騰分の支援

土地評価替えにともない不動産鑑定士に業務
依頼（委託料63万1千円）あらたに車体課税関
係負担金が追加になったため(地方税電子化協
議会負担金52万2千円)

新型コロナウイルス感染症の影響で出張研修
が中止になったことによる返納金

飼料高騰に係る経費を年間１頭当たりの飼料
高騰分1万円を支給
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農業振興課

まちづくり課

保健福祉課

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

糖業事業者支援事業費 

園芸事業者支援事業費 

道路維持費 

地域住宅交付金事業費 

住民税非課税世帯等臨時特別
給付金支給事業費 

子育て世帯生活支援特別給付金
給付事業費

35,228千円

3,737千円

6,000千円

5,300千円

55,024千円

8,520千円

令和４年度 補正予算の主なもの

肥料高騰に係る経費を5ヶ年平均の春植・夏植・
株出面積×栽培基準の10ａ当りの袋数×値上
げ幅400円を支給

肥料高騰に係る経費を近年の栽培面積×栽培
基準の10ａ当りの袋数×値上げ幅400円を
支給

島中地区の水路補修工事を3年計画で行う予
定だったが、道路に陥没箇所が見受けられ、安
全面から今年度で全工事を完了するため

資材の高騰によるため
(前年度比較　コンクリート1.19倍、鉄筋
1.14倍、木材1.54倍）

住民税非課税世帯へ10万円を給付するもの
で、これまでに給付された世帯以外が対象

低所得の子育て世帯へ18歳までの子供１人
当たり5万円を給付するため。(支給対象者は、
①令和4年4月分の児童手当、又は特別児童扶
養手当の支給を受けている方で、令和4年度分
の住民税均等割が非課税世帯。②新型コロナ
ウイルス感染症により家計が急変するなど、収
入が児童扶養手当を受給している方と同じ水
準の方)

議案第25号

議案第26号

陳情第７号

10

10

10

0

0

0

原案可決

原案可決

採　択

議　案 内　容 採 決反 対賛 成

条例・陳情案件報告◆ ◆ （議長は採決に含まず）

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に
関する法律に基づく総合整備計画について

喜界町妊産婦支援条例の一部を改正する条例について

出産時宿泊費の助成期間を出産予定日前の31日分を限度としていた
ものを38日分に、妊婦健診は、1回の妊娠期間中につき14回を限度とし
ていたものに、新たに産婦健診1回を限度とし助成すると改める

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げ
をはかるための、2023年度政府予算にかかる意見書採択の陳情につ
いて
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第２回定例会で５名の議員が町政全般にわたり一般質問を行いました。
質問と答弁を要約して紹介いたします。

一般質問 町政の
ここが聞きたい一般質問 町政の
ここが聞きたい

一般質問

質問する
倉橋 博都 議員

伊
実
久
・
早
町
間
及
び
湾
港
・
池

治
線
の
道
路
工
事
は
予
定
し
て
い
る

　

伊
実
久
・
早
町
間
、
ま
た
湾
港
・

池
治
線
の
町
道
の
凹
凸
が
多
く
見
ら
れ

る
。
梅
雨
時
期
に
入
り
、
凹
凸
に
水
が

た
ま
り
、
凹
凸
が
大
き
く
な
って
い
る
。

自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
登
下
校
す
る

高
校
生
、
ま
た
一
般
の
方
も
危
険
を
感

じ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
も
道
路
工
事
を
予
定
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
課
長

　

伊
実
久
・
早
町
線
は
本
年
度
１
５
０

メ
ー
ト
ル
程
度
の
舗
装
を
計
画
、
ま
た

湾
港
・
池
地
線
は
、
本
年
度
２
２
０
メ
ー

ト
ル
程
度
の
舗
装
を
予
定
。

　

早
町
小
野
津
区
間
の
通
学
路
で
は
変

形
し
た
グ
レ
ー
チ
ン
グ
が
車
に
当
た
り
、

物
損
事
故
も
起
き
て
い
る
。
大
型
車
両

が
頻
繁
に
通
る
道
路
に
お
い
て
、
特
に

見
ら
れ
る
。

　

道
路
横
断
の
蓋
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を

固
定
式
に
変
更
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
課
長

　

物
損
事
故
を
起
こ
さ
れ
た
方
に
は
本

当
に
大
変
申
し
訳
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
町
道
に
お
け
る
維
持
管
理
に
つい
て

は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
日
常
的
な
点

検
を
強
化
し
、
修
繕
箇
所
な
ど
の
迅
速

な
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　

固
定
式
で
な
い
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
劣
化

が
激
し
い
箇
所
、
あ
と
、
事
故
を
誘
発

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
は
固
定
式
へ

と
速
や
か
に
変
更
す
る
。

農
作
業
中
の
安
全
強
化

　

２
０
２
２
年
１
月
島
外
で
、
さ
と
う

き
び
収
穫
中
に
農
業
機
械
に
ひ
か
れ
、

43
歳
の
若
い
女
性
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

夫
婦
は
二
人
で
さ
と
う
き
び
収
穫
中
に

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
が
バッ
ク
で
進
ん
だ
際
、
後

方
で
作
業
を
し
て
い
た
妻
を
ひ
い
て
し

ま
っ
た
。

　

死
亡
事
故
の
原
因
の
８
割
は
田
畑
や

用
水
路
な
ど
に
転
落
す
る
な
ど
、
ま
た

夫
婦
で
作
業
す
る
こ
と
が
多
く
、
特
に

女
性
の
事
故
が
多
く
見
ら
れ
る
。
女
性

限
定
の
農
作
業
安
全
研
修
を
開
い
て
い

る
。
参
加
者
に
参
加
理
由
を
聞
く
と
、

夫
が
教
え
て
く
れ
な
い
、
ま
た
夫
の
教

え
方
が
雑
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

　

我
が
喜
界
町
で
も
過
去
に
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
事
故
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。

　

農
作
業
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
安
全
週
間
を
設
定
し
て
は
ど

う
か
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

喜
界
町
で
は
、
こ
こ
５
年
間
、
死
亡

事
故
こ
そ
発
生
し
て
い
な
い
が
、
毎
年
、

農
業
機
械
を
使
用
中
の
事
故
や
熱
中
症

と
いっ
た
農
作
業
中
の
事
故
が
発
生
し
て

い
る
。
事
故
件
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
って
い
る
。

　

国
が
毎
年
３
月
か
ら
５
月
と
９
月
か

ら
10
月
、
そ
れ
ぞ
れ
春
、
秋
の
農
作
業

安
全
確
認
運
動
重
点
期
間
と
定
め
、

取
組
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。
本
町
に
お

い
て
も
こ
の
重
点
期
間
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示

や
防
災
無
線
に
よ
る
周
知
を
行
っ
て
い

る
。
　

さ
と
う
き
び
の
製
糖
期
前
に
は
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
補
助
員
を
対
象
に

し
た
研
修
を
行
って
い
る
。

カ
ラ
ス
被
害
が
深
刻
化

　

最
近
で
は
農
家
が
作
付
し
た
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
カ
ボ
チ
ャ
、
ま
た
、牛
舎
で
は
子

牛
の
餌
を
食
べ
る
被
害
等
も
出
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
の
カ
ラ
ス
の
駆
除
件
数

は
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

令
和
３
年
度
の
カ
ラ
ス
駆
除
数
は
８
１
１

羽
と
な
って
い
る
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
要
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質問する
土岐 和貴 議員

観
光
と
漂
流
ゴ
ミ
の
関
係
性

　

本
町
に
観
光
で
来
ら
れ
た
際
、
海
岸

沿
い
の
漂
流
ゴ
ミ
に
驚
か
れ
て
い
る
方
々

の
声
を
多
く
聞
く
。

① 

漂
着
ゴ
ミ
に
つい
て
、
ど
の
よ
う
な
協

議
を
行
って
い
る
か
。

② 

海
岸
漂
着
物
地
域
対
策
推
進
費
の

予
算
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

③ 

町
民
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む

事
業
も
必
要
で
は
な
い
か
。

④ 

漂
流
ゴ
ミ
を
上
手
く
活
用
し
観
光

と
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い

か
。

　
　
　
町
民
税
務
課
長
／
企
画
観
光
課
長

① 

令
和
２
年
10
月
か
ら
４
か
月
間
、
ご

み
問
題
に
つ
い
て
特
集
を
組
ん
だ
。
海

岸
漂
着
物
に
つ
い
て
も
周
知
を
行
っ
て
い

る
。
海
岸
漂
着
物
だ
け
の
協
議
会
は
今

の
と
こ
ろ
は
行
って
い
な
い
。

② 

補
助
金
な
し
で
は
事
業
の
拡
大
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
国
や
県
に
は
増
額

を
お
願
い
し
て
い
く
。

③ 

予
算
は
毎
年
８
０
０
万
円
確
保
し
て

い
る
が
、
拾
う
予
算
だ
け
で
な
く
、
処

分
費
に
も
回
し
て
い
る
。
町
民
の
皆
様

と
協
力
で
き
る
、
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

④ 

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
活
用
し
た
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
製
作
す
る
事
業
者
も
出

て
き
て
い
る
の
で
、
御
意
見
も
拝
聴
し

な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

旧
荒
木
小
学
校
の
活
用
は
地
域
と
の

「
繋
が
り
」
が
必
要
不
可
欠

　

旧
荒
木
小
学
校
を
活
用
し
た
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
。
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
や
飲
食
が
可
能
な
場
も
新
設
予

定
。

① 
飲
食
ス
ペ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
な
施
設

に
な
る
の
か
。

② 

島
料
理
食
堂
（
日
替
わ
り
体
制
）

で
運
営
し
、
郷
土
料
理
や
地
域
と
の
繋

が
り
を
楽
し
む
場
所
づ
く
り
は
可
能
で

は
な
い
か
。

③ 

新
事
業
で
の
雇
用
創
出
や
管
理
体

制
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

町
長
／
企
画
観
光
課
長

① 

奄
振
交
付
金
を
活
用
し
、
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
施
設
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
、
そ
し
て
幼

児
向
け
の
プ
レ
ー
ル
ー
ム
を
完
備
し
た
複

合
施
設
を
整
備
予
定
。

　

飲
食
店
は
最
大
二
店
舗
を
想
定
し
て

い
る
。
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
は
小
規
模
な
飲

食
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
子
供
を
遊
ば
せ

な
が
ら
休
憩
で
き
る
施
設
を
想
定
し
て

い
る
。

② 

集
落
の
方
々
の
日
替
わ
り
で
運
営
す

る
方
法
は
、
団
体
等
で
組
織
化
す
る
必

要
性
が
あ
る
。

既
存
の
団
体
が
あ
る
の
か
、
今
後
は
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

③ 

管
理
体
制
は
、
個
人
や
運
営
会
社

の
公
募
、
入
居
す
る
飲
食
店
で
管
理
委

託
を
予
定
し
て
い
る
。

「
農
業
」
と
「
福
祉
」
の
融
合
は

島
の
新
た
な
資
源
を
生
み
出
す

　

農
家
を
対
象
に
人
材
、
労
働
力
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
で
農
福
連
携
を
取

上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

① 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
分
か
っ
た
町
民
の

理
解
度
や
就
労
を
希
望
さ
れ
る
農
家
の

件
数
は
。

② 

今
後
の
課
題
や
取
り
組
み
は
。

③ 

企
業
、
法
人
、
民
間
向
け
に
講
演

会
を
実
施
し
、
理
解
度
を
上
げ
て
い
く

取
り
組
み
は
可
能
で
は
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

① 

農
福
連
携
に
よ
る
雇
用
を
検
討
、

希
望
し
て
い
る
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
を
含
め
、
９
件
の
希
望
が
上
が
っ
て

い
る
。

② 
障
が
い
者
の
方
の
作
業
の
指
導
方
法

や
体
調
管
理
、
心
の
ケ
ア
な
ど
、
現
場

で
の
サ
ポ
ー
ト
面
が
課
題
。

③ 

関
係
部
署
と
連
携
を
図
り
、
今
後

検
討
し
て
い
け
る
か
協
議
を
行
っ
て
い

く
。

真
夏
の
マ
ス
ク
着
用
は
非
常
に
危
険

　

政
府
は
５
月
20
日
、
感
染
症
対
策
で

マ
ス
ク
着
用
を
必
要
と
し
な
い
場
面
に
つ

い
て
見
解
を
発
表
。

① 

町
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
実
施

す
る
の
か
。

② 

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
や
運
動

時
の
マ
ス
ク
着
用
は
非
常
に
危
険
で
あ
る

が
対
応
策
は
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長
／
教
育
長

① 

熱
中
症
予
防
の
観
点
か
ら
マ
ス
ク
を

外
す
こ
と
や
予
防
方
法
に
つい
て
、
広
報

紙
や
防
災
行
政
無
線
等
で
呼
び
か
け
て

き
た
。

　

対
策
の
指
針
が
改
定
さ
れ
、
マ
ス
ク

着
用
が
必
要
で
な
い
場
面
で
は
マ
ス
ク
を

外
す
こ
と
が
推
奨
さ
れ
、広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
家
庭
向
け
チ
ラ
シ
等
で
周
知

を
図
って
い
く
。

② 

体
育
の
授
業
や
部
活
動
及
び
登
下

校
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
は
必
要
と
し
な

い
と
し
て
い
る
。
幼
稚
園
児
な
ど
の
就
学

前
の
子
供
は
他
者
と
の
距
離
に
関
わ
ら

ず
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
一
律
に
は
求
め
な

い
。
今
後
も
マ
ス
ク
の
着
用
と
熱
中
症
対

策
の
両
立
に
努
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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質問する
良岡 理一郎 議員

無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
３
〜
５
月
で
３
２
５

名
の
利
用

７
月
以
降
も
継
続
要
請

　

本
町
で
も
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
会
場
が

開
設
さ
れ
、
多
く
の
町
民
に
感
謝
さ
れ

て
い
る
。
検
査
実
態
に
つい
て
伺
う
。

　

ま
た
７
月
以
降
も
検
査
を
継
続
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

検
査
数
は
３
月
96
名
、
４
月
81
名
、

５
月
１
４
８
名
。
う
ち
陽
性
者
数
は
６

名
。

　

無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
６
月
も
継
続

中
、
７
月
以
降
も
県
に
対
し
て
継
続
を

要
請
し
て
い
く
。

３
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
４
，５
２
７
名

81·

３
％
、
４
回
目
は
準
備
中

① 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
３
回
目
の
実

績
、
４
回
目
の
計
画
に
つい
て
。

② 

５
歳
か
ら
11
歳
への
接
種
計
画
に
つい

て
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

① 

３
回
目
接
種
は
対
象
者
が
５
，５
６

７
名
、
接
種
者
が
４
，５
２
７
名
、
接
種

率
81･

３
％
で
あ
る
。

　

今
回
の
接
種
が
１
回
の
方
２
名
、
２

回
目
の
方
が
７
名
で
あ
る
。

　

４
回
目
の
接
種
計
画
に
つい
て
は　

す

で
に
３
回
目
接
種
済
の
４
，５
２
７
名
の

内
、
60
歳
以
上
の
方
は
全
員
に
案
内
予

定
。
18
歳
か
ら
59
歳
の
方
で
基
礎
疾
患

を
お
持
ち
の
方
は
申
し
出
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
。

② 

５
歳
か
ら
11
歳
の
対
象
者
は
３
８
２

名
、
夏
休
み
前
に
は
実
施
し
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
全
国
調
査
で
は
小

学
生
の
15
人
に
１
人
、
中
学
生
の
17

人
に
１
人　

本
町
で
も
実
態
調
査
を
行
う

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
「
家
族
に
ケ
ア

を
要
す
る
人
が
い
る
場
合
に
、
大
人
が

担
う
よ
う
な
ケ
ア
責
任
を
引
き
受
け
、

家
事
や
家
族
の
世
話
、
介
護
、
感
情
面

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
18
歳
未

満
の
子
ど
も
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
文
科
省
と
厚
労
省
が
こ
の
間

に
発
表
し
た
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す

る
調
査
結
果
」
に
よ
れ
ば
、
小
学
６
年

生
の
６
．５
％
（
15
人
に
１
人
）、
中
学

２
年
生
の
５
．７
％
（
17
人
に
１
人
）、

全
日
制
高
校
２
年
生
の
４
．１
％
（
24
人

に
１
人
）
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
。

　

深
刻
な
の
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い

う
言
葉
自
体
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と

答
え
た
人
が
８
割
を
超
え
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
行
政
や
関
係
者
の
支
援
が
届

い
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　

本
町
の
実
態
調
査
と
今
後
の
対
策
に

つい
て
伺
う
。

　
　
　

町
長
／
教
育
長

　

本
町
で
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調

査
を
行
う
。
今
後
、福
祉
、介
護
、医
療
、

教
育
等
関
係
部
門
の
連
携
を
密
に
し
、

支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

公
民
館
改
修
工
事
は
９
月
15
日
完

了
予
定

津
波
表
示
は
全
体
と
し
て
見
直
す

　

自
然
災
害
対
策
に
つい
て

① 

今
年
度
公
民
館
改
修
工
事
予
定
15

集
落
の
集
落
別
進
捗
を
伺
う
。

② 

本
年
１
月
16
日
深
夜
の
津
波
避
難
の

体
験
か
ら
、
産
業
道
路
等
の
高
台
に
あ

る
主
要
交
差
点
に
海
抜
表
示
を
望
む
声

が
あ
る
。
対
応
を
求
め
た
い
。

　
　
　

総
務
課
長

① 
公
民
館
改
修
工
事
は
実
施
。
す
で

に
資
材
を
発
注
済
で
９
月
15
日
に
完
了

予
定
で
あ
る
。早
町
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー

は
別
財
源
で
対
応
す
る
。

② 

津
波
表
示
は
、
町
内
98
カ
所
に
設

置
し
て
あ
る
。
１
月
16
日
の
津
波
警
報

時
の
経
験
を
踏
ま
え
、
一
時
避
難
場
所

の
表
示
な
ど
薄
れ
て
い
る
の
も
あ
り
、

全
体
と
し
て
見
直
し
て
い
き
た
い
。

共
同
墓
、
２
回
の
検
討
委
員
会
を
開
催

今
後
は
課
題
を
整
理
し
て
い
く

　

共
同
墓
（
共
同
納
骨
堂
、
合
葬
墓
）

に
つい
て
は
、議
会
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
や
日
常
的
に
も
町
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
進
捗
に
つい
て
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
。

　

共
同
墓（
合
葬
墓
）への
町
民
の
関
心
と

期
待
は
と
て
も
高
い
。
現
在
の
協
議
の
到

達
点
と
今
後
の
方
向
性
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

住
民
税
務
課
長

　

住
民
代
表
を
中
心
に
検
討
委
員
会
を

設
置
。
こ
の
間
２
回
の
委
員
会
を
開
催

し
現
状
の
把
握
、
進
め
る
上
で
の
意
見

を
交
換
し
て
き
た
。

　

今
後
は
既
存
宗
教
施
設
へ
の
影
響
、

設
立
場
所
、
戸
数
、
金
額
設
定
、
希

望
者
の
把
握
、
管
理
方
法
に
つ
い
て
調

査
、
検
討
し
て
い
く
。

改修工事済の大朝戸公民館

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁



７

課税者数

職種 /年度
給料
営業
農業
その他

喜界町民業種別年間平均所得

（単位人）

（単位千円）

2,222
1,860
1,514
1,023

2,262
1,920
2,345
920

2,336
1,807
1,587
939

2,377
1,614
978
893

2,540
1,953
1,734
946

Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度

職種 /年度
給料
営業
農業
その他

2,082
106
160
438

2,038
95
237
443

2,044
89
162
418

2,054
96
103
406

2,044
96
158
421

Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度

Ｒ3年度

Ｒ2年度

Ｈ31年度

Ｈ30年度

Ｈ29年度

農業総生産額 (産出額 )

26 億 4,600 万

30億 200万

25億 7,600 万

30億 9,300 万

35億 8,000 万

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

質問する
野間 弘也 議員

 

稼
ぐ
意
識
  
町
民
所
得
向
上
を

　

令
和
元
年
度
奄
美
群
島
の
市
町
村
所

得
推
計
で
は
本
町
の
人
口
１
人
当
た
り

の
所
得
額
は
２
２
３
万
円
で
、
奄
美
群
島

12
市
町
村
中
10
位
で
あ
る
。
町
民
所
得

の
過
去
５
年
間
の
状
況
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

税
対
策
監

　

答
弁
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

総
生
産
額
の
過
去
５
年
間
の
状
況
に

つい
て
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

答
弁
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
民
所
得
、
生
産
額
向

上
の
取
組
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

〇 

町
単
独
事
業
で
の
研
修
制
度
や
国
の

支
援
事
業
を
活
用
し
た
新
た
な
担
い
手

確
保
の
取
り
組
み
。

〇 

安
定
的
な
農
業
経
営
対
策
と
し
て
、

農
業
施
設
や
農
機
具
、肥
料
、
農
薬
へ
の

補
助
、
ま
た
緑
肥
や
堆
肥
な
ど
の
土
づ

く
り
へ
の
補
助
な
ど
、
町
単
独
事
業
や

国
、県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
支
援
。

〇 

資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て
、
農
家
の

経
営
状
況
に
応
じ
た
相
談
な
ど
を
随
時

実
施
し
、
補
助
事
業
や
各
種
制
度
に
つ

い
て
、
事
業
説
明
会
や
座
談
会
、
広
報

紙
等
で
農
家
へ
周
知
を
図
って
い
る
。

〇 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け

た
取
組
で
は
、５
年
、
10
年
後
、
地
域
の

農
業
を
誰
が
担
って
い
く
の
か
、
農
地
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
、
地
域
の
農
業
の

在
り
方
に
つい
て
話
合
い
を
行
って
い
る
。

〇 

農
地
の
大
区
画
化
、
集
約
化
を
進

め
、
農
作
業
の
大
型
機
械
化
、
ス
マ
ー

ト
農
業
へ
の
対
応
に
努
め
、
作
業
の
効

率
化
を
図
って
い
る
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

〇 

商
工
会
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
企

業
経
営
基
盤
強
化
、
商
工
会
イ
ベ
ン
ト

支
援
事
業
等
を
行
い
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
商
工
会
利

子
補
給
補
助
に
よ
り
商
工
業
の
育
成
と

振
興
を
図
って
き
た
。

〇 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
種
事
業
者
支

援
と
し
て
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
観
光
関
連
事
業
所
支
援
金
、

販
路
開
拓
・
新
商
品
開
発
補
助
金
、や
ー

じ
か
も
ー
推
進
協
議
会
補
助
金
、
宿
泊

業
・
飲
食
業
感
染
対
策
助
成
金
、
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
等
支
援
事
業
補
助
金
、

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
実
施
等
、
直
接
的
な

支
援
を
行
って
き
た
。

〇 

奄
振
交
付
金
を
活
用
し
た
条
件
不

利
性
改
善
事
業
と
し
て
、
航
路
航
空
路

運
賃
軽
減
事
業
、
水
産
物
輸
送
・
加

工
品
輸
送
コ
ス
ト
支
援
補
助
金
、
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
拡
充
、
町
漁
業
運

営
補
助
金
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
事

業
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業
、
観
光
ア

プ
リ
導
入
事
業
等
を
実
施
し
て
き
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つい
て
伺
う
。

① 

島
外
か
ら
の
貨
幣
（
外
貨
）
取
得

に
つい
て
。

② 

島
内
で
の
消
費
拡
大
、
経
済
流
通
へ

の
取
組
に
つい
て
。

　
　
　

町
長

　
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
情
勢
が
大
き
く
変

わ
り
、
当
た
り
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
当

た
り
前
で
は
な
く
な
っ
た
。
新
た
な
発

想
、
若
い
世
代
の
感
覚
も
大
事
だ
と
考

え
る
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
取
組
な
ど
で
環
境
保

全
対
策
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
持
続
可

能
な
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
堆
肥
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
循
環
型
に
よ
る
土
づ

く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
い
る
。
２
期

目
の
地
下
ダ
ム
事
業
も
始
ま
り
稼
げ
る

農
業
、
魅
力
あ
る
農
業
を
実
現
し
た
い
。

① 

農
業
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
開
設
し
、

農
家
の
労
働
力
不
足
解
消
、
働
き
手
の

副
収
入
の
確
保
、
島
外
か
ら
の
人
材
受

入
れ
に
よ
る
外
貨
の
取
り
込
み
な
ど
、

移
住
定
住
へ
の
足
掛
か
り
に
し
て
い
き
た

い
。
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
さ
ら
な
る

拡
充
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

組
、
サ
ン
ゴ
留
学
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事

業
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
観
光
の
推
進
、
奄
振

交
付
金
に
よ
る
奄
美
群
島
周
遊
観
光
推

進
事
業
の
活
用
等
、環
境
整
備
を
含
め
、

体
験
型
事
業
の
実
施
に
よ
る
外
貨
の
取

得
と
共
に
新
た
な
人
脈
の
取
得
に
取
り

組
ん
で
い
く
。　

② 

町
内
消
費
の
拡
大
で
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
や
「
店
や
ー
じ
か
も
ー
」
な

ど
の
サ
イ
ト
活
用
も
欠
か
せ
な
い
と
考

え
て
い
る
。

„

“　

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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質問する
生島 常範 議員

発
電
所
の
防
潮
堤
建
設
は
事
業
所

の
防
災
計
画
を
尊
重

① 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
予
想
津
波
は
６ｍ
。

塩
道
に
有
る
発
電
所
は
海
抜
３ｍ
。
県

の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
摘
を
受
け
、

防
災
計
画
策
定
中
の
町
も
あ
る
。
国
・

県
に
防
潮
堤
建
設
等
要
望
出
来
な
い
か

伺
う
。

② 

１
１
１
年
前
の
明
治
44
年
６
月
15
日

深
夜
、
南
西
諸
島
で
は
有
史
以
来
最
大

規
模
（
震
度
６
）
の
「
喜
界
島
地
震
」

が
発
生
し
た
。
防
災
・
減
災
意
識
の
啓

発
の
た
め
、
６
月
15
日
を
「
防
災
の
日
」

に
制
定
出
来
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

　
　
　

町
長

① 

一
自
治
体
の
範
疇
を
越
え
た
案
件
で

九
州
電
力
の
防
災
計
画
を
尊
重
す
べ

き
。
防
潮
堤
が
切
れ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
事
業
所
抜
き
で
は
検

討
は
で
き
な
い
。
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

依
頼
し
て
防
災
関
係
内
容
を
周
知
す
る

こ
と
は
実
施
し
た
い
。

② 「
喜
界
島
地
震
」
や
平
成
７
年
10
月

の
「
喜
界
島
沖
地
震
」
の
史
実
を
町
民

に
伝
え
、後
世
に
語
り
継
ぐ
事
が
大
事
。

議
会
で
「
防
災
の
日
」
制
定
す
る
な
ど

段
階
的
に
行
う
ほ
う
が
よ
い
。

「
学
校
応
援
団
事
業
」
は
工
夫
す
る

① 「
学
校
応
援
団
事
業
」
は
学
校
の
活

動
だ
け
に
終
わ
る
事
が
課
題
。
県
が
進

め
る
事
業
も
併
せ
て
検
討
し
た
結
果
を

伺
う
。

② 

群
島
内
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
を

実
施
す
る
私
立
高
も
あ
り
、
そ
れ
が
魅

力
で
通
う
生
徒
も
い
る
。一島
一高
存
続
、

バ
イ
ク
通
学
生
や
将
来
の
留
学
生
の
不

安
材
料
を
取
り
除
く
た
め
、
高
校
生
へ

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
拡
大
は
検
討
で
き

な
い
か
？

　
　
　

教
育
長

① 

学
校
応
援
団
の
課
題
は
、
応
募
が

少
な
い
、
講
師
が
特
別
の
知
識
、
技
能

に
固
定
化
、
形
骸
・
マ
ン
ネ
リ
化
等
が

あ
る
た
め
工
夫
す
る
。
県
は
「
鹿
児
島

地
域
学
校
協
働
活
動
」
に
移
行
す
る
動

き
だ
が
、
人
材
確
保
等
課
題
が
あ
り
、

本
町
で
は
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
。

② 

バ
ス
の
定
員
、
始
業
・
終
業
時
間
の

違
い
等
の
問
題
の
他
、
生
徒
の
心
理
発

達
等
を
含
め
て
高
校
側
と
意
見
交
換
し

た
結
果
、
現
実
的
で
は
な
い
が
、
特
別

な
事
情
や
今
後
必
要
性
が
生
じ
た
場
合

は
個
別
に
検
討
す
る
。

図
書
館
・
中
央
公
民
館
入
口
前
に

身
障
者
用
駐
車
場
新
設

質
問

① 

町
体
協
同
様
、
町
文
協
に
「
地
区

文
協
創
設
を
」
の
検
討
結
果
を
伺
う
。

② 

早
朝
、
船
便
利
用
者
の
交
通
手
段

改
善
の
進
捗
と
、
過
去
に
４
年
間
バ
ス

が
早
朝
港
ま
で
運
行
し
た
実
績
も
提
示

可
能
か
、
い
つ
解
決
す
る
の
か
伺
う
。

③ 

志
戸
桶
沖
名
泊
の
旧
公
衆
ト
イ
レ
。

観
光
客
は
大
変
困
っ
て
い
る
。
進
捗
を

伺
う
。

④ 「
第
３
㈰
は
美
化
活
動
の
日
」
の
周

知
を
要
望
し
た
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
も

午
前
中
開
場
、
学
校
も
部
活
動
開
始

時
間
を
変
更
し
て
支
援
し
て
い
る
事
等

も
周
知
で
き
な
い
か
。
そ
の
後
の
進
捗

を
伺
う
。

⑤ 

図
書
館
、
中
央
公
民
館
前
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
進
捗
を
伺
う
。

　
　
　
教
育
長
／
町
長
／
企
画
観
光
課
長

① 

地
区
文
協
の
創
設
は
本
来
の
目
的
と

は
ず
れ
る
上
に
、
運
営
面
の
難
し
さ
等

か
ら
、
解
体
再
編
か
別
組
織
が
望
ま
し

い
と
の
こ
と
。
持
続
可
能
性
等
も
懸
念

さ
れ
る
。

② 
３
月
に
１
回
目
の
協
議
会
を
開
催

し
、
年
３
回
程
度
開
催
予
定
。
具
体
的

内
容
は
決
定
後
報
告
す
る
。
い
つ
ま
で

に
と
明
確
に
言
え
な
い
が
、
関
心
が
高

い
早
朝
フェ
リ
ー
の
送
迎
問
題
は
早
く
改

善
し
た
い
。

③ 

現
地
確
認
調
査
を
終
え
、
今
年
度

は
ト
イ
レ
を
含
む
公
園
施
設
等
の
改

修
、
新
設
の
必
要
性
、
事
業
導
入
可
能

か
等
検
討
す
る
。

④ 

美
化
作
業
実
施
状
況
等
調
査
結
果

は
次
の
通
り
。
統
一実
施
を
要
請
す
る
の

は
適
切
で
は
な
い
と
思
う
。
行
事
カ
レ
ン

ダ
ー
、
広
報
誌
で
の
啓
発
の
有
り
方
は

今
後
も
検
討
す
る
。

⑤ 

図
書
館
と
中
央
公
民
館
の
入
口
前

に
そ
れ
ぞ
れ
身
障
者
用
駐
車
場
を
新
設

し
、
両
施
設
の
既
存
の
ス
ロ
ー
プ
を
活
用

し
て
、
手
す
り
を
装
着
し
一
体
的
に
整

備
す
る
。
関
係
業
者
と
調
整
し
早
期
に

実
現
し
た
い
。 クリーンセンター開場案内

（１）「第 3(日 )は美化活動の日」と認識している・・（９２％）

（２）毎月実施（11集落） 第 3（日）に実施
第 3（日）以外に実施
第 3（日）に実施
第 3（日）以外に実施
第 3（日）限定希望
限定不要

10集落
1集落
14集落
10集落
４割
６割

（３）不定期実施（24集落）

（４）実施日について

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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龍
郷
町
荒
波
地
区
の
荒
波
龍
美
館

（
あ
ら
ば
り
ゅ
う
び
か
ん
）

【
事
業
取
り
組
み
へ
の
経
緯
】

　

竹
田
泰
則
龍
郷
町
長
よ
り
、
龍
郷

町
全
体
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
傾

向
に
あ
る
が
、
荒
波
地
区
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
著
し
い
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
の
想
い
要
望
を
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
根
づ

い
た
事
業
構
築
に
取
り
組
め
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
。

【
事
業
実
施
ま
で
の
動
き
】

　

平
成
28
年
度
、
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
を
活
用
し
、
人
の
流
れ
を
生
み

出
し
、
地
域
の
稼
ぐ
力
の
創
生
を
目
的

に
し
た
「
秋
名
幾
里
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
大
学
の
学
生
に
よ

る
地
域
の
魅
力
や
資
源
の
掘
り
起
こ
し

で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
現
場
で
の
調
査

研
究
）
と
、
地
域
住
民
を
交
え
た
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
。「
訪
れ
る
人
が
食

事
や
宿
泊
が
で
き
る
場
所
」
が
挙
げ
ら

れ
た
。

　

平
成
29
年
度
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
補
助
金
を
活
用
し
、
龍
郷
町
で
は

初
め
て
採
用
と
な
っ
た
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
中
心
に
、
住
民
が
受
け
入

れ
主
体
と
な
り
、
地
域
の
伝
統
行
事
を

活
用
し
た
体
験
ツ
ア
ー
の
実
証
事
業
の

開
催
「
地
域
と
し
て
観
光
客
を
受
け
入

れ
る
体
制
の
構
築
」
を
図
っ
た
。

　

平
成
30
年
度
、
奄
美
群
島
成
長
戦

略
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
住

民
の
有
志
に
よ
って
「
一般
社
団
法
人
（
い

も
ー
れ 

あ
き
な
）」
が
設
立
、
空
き
家

を
改
修
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
が
ま
家
」

の
運
営
を
ス
タ
ー
ト
。

　

令
和
２
年
度
、「
荒
波
龍
美
館
」
運

営
開
始
。
令
和
３
年
１
月
に
は
、
た
つ

ご
う
移
住
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
「
住
も
う

デ
ィ
」
を
開
設
。
移
住
相
談
窓
口
と
し

て
運
用
し
、
移
住
者
受
け
入
れ
増
加
へ

の
取
り
組
み
を
行
って
い
る
。

龍
郷
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル

「
Ｅ‒

バ
イ
ク
」

【
Ｅ‒

バ
イ
ク
と
は
】

　
モ
ー
タ
ー
の
力
で
ペ
ダ
ル
を
回
す
力
を

ア
シ
ス
ト
す
る
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転

車
で
、
長
距
離
や
山
越
え
も
、Ｅ‒

バ
イ

ク
が
体
と
心
理
的
負
担
を
軽
減
で
き
る

自
転
車
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
喜
界
町
で
も
取
り
組
み
が
検
討
】

　

世
界
で
脱
炭
素
社
会
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
中
、
喜
界
町
の
地
理
的
条
件

な
ど
を
鑑
み
る
と
、
ニ
ー
ズ
の
あ
る
取
り

組
み
で
は
な
い
か
。

【
所
感
】

　

町
全
体
か
ら
地
区
や
集
落
に
応
じ
た

施
策
は
、
地
域
住
民
と
共
に
作
り
上
げ

る
事
業
展
開
に
繋
が
り
、
課
題
解
決
に

継
続
的
、
発
展
的
に
取
り
組
め
る
の
で

は
な
い
か
。
具
体
的
に
は
、

① 

各
家
庭
の
家
庭
料
理
を
日
替
わ
り

で
提
供
。

② 

一
般
社
団
法
人
設
立
に
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
中
心
に
、
地
域
住
民

の
参
加
、
出
資
に
よ
る
設
立
は
参
考
に

な
る
と
考
え
る
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

「
あ
ま
み
ん
」

【
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
と
は
】

　

企
業
、
団
体
に
就
職
す
る
こ
と
が
困

難
な
障
害
者
の
方
に
、
就
労
に
繋
が
る

よ
う
支
援
を
行
う
施
設
。

【
あ
ま
み
ん
の
概
要
】

　
「
あ
ま
み
ん
」
の
代
表
取
締
役
、
田

中
さ
ん
は
埼
玉
県
出
身
で
、
琉
球
大
学

を
卒
業
後
、
28
歳
で
信
州
大
学
医
学

部
保
健
学
科
に
入
学
、
32
歳
で
作
業
療

法
士
と
な
り
、
沖
縄
の
精
神
科
病
院
で
、

精
神
デ
イ
ケ
ア
、
精
神
科
訪
問
看
護
及

び
退
院
前
訪
問
に
従
事
。
40
歳
で
奄
美

大
島
に
移
住
、
奄
美
病
院
付
属
精
神

科
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
に
勤
務
。
そ

の
後
「
あ
ま
み
ん
」
を
起
業
し
現
在
６

年
目
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
、
作
業
療
法
士
、
精
神

保
健
福
祉
士
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
多
種
多
様
で
10
名
で
す
。
利
用
者

の
登
録
数
は
30
名
で
１
日
平
均
約
20
名

が
通
所
。
男
性
は
、
統
合
失
調
症
の
方

が
多
く
、
女
性
は
気
分
障
害
系
が
多
い
。

　

運
営
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

金
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多
く
の
申
請

を
行
い
、
現
在
、
龍
郷
町
か
ら
の
助
成

金
に
は
頼
ら
な
い
運
営
を
行
って
い
る
。

　

施
設
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
（
氷
菓
子
）

を
製
造
す
る
加
工
所
、
販
売
所
、
農
業

ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
そ
の
他
に
交
流
が
図
れ

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

の
ど
か
で
遊
び
心
の
あ
る
施
設
。

【
就
労
体
制
・
仕
事
内
容
】

　

外
作
業
（
農
福
連
携
）
チ
ー
ム
、
食

品
加
工
・
ジ
ェラ
ー
ト
チ
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン

チ
ー
ム
、
リ
ワ
ー
ク
（
職
場
復
帰
に
向

け
た
リ
ハ
ビ
リ
）
に
分
か
れ
て
お
り
、
利

用
者
に
応
じ
た
就
労
体
制
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
は
、
稼
い
だ
分

か
ら
し
か
工
賃
を
出
し
て
は
い
け
な
い

ル
ー
ル
が
あ
る
た
め
、
原
料
の
生
産
、

加
工
、
販
売
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
事
務

作
業
を
チ
ー
ム
で
役
割
分
担
し
連
携
す

る
こ
と
で
、
売
上
向
上
に
つ
な
げ
工
賃

増
額
に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
な
か
で
、

奄
美
群
島
の
食
材
を
活
か
し
た
ジェラ
ー

ト
を
製
造
販
売
。
マ
ン
ゴ
ー
、
パッ
シ
ョン

フ
ル
ー
ツ
、
た
ん
か
ん
、
黒
糖
、
月
桃
、

は
ち
み
つ
、
塩
、
な
ど
で
、
喜
界
島
の

白
ゴ
マ
を
使
用
し
た
商
品
も
販
売
。
ま

た
、
地
域
農
家
で
の
作
業
を
行
い
、
対

価
と
し
て
作
物
を
頂
く
こ
と
で
商
品
製

造
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
げ
て
い
る
。

【「
あ
ま
み
ん
」
が
目
指
す
取
り
組
み
】

　

地
域
ぐ
る
み
の
６
次
産
業
化
で
奄
美

ら
し
い
農
業
加
工
品
を
県
外
に
出
荷
し
、

工
賃
、充
実
感
、地
域
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、

就
労
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
者
雇

用
の
推
進
を
図
り
、
就
職
先
の
構
築
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。

【
所
感
】

　

田
中
さ
ん
の
自
助
あ
る
運
営
、
そ
れ

に
共
感
を
持
つ
方
が
協
力
す
る
共
助
、

国
の
力
を
活
用
す
る
公
助
。
事
業
を
展

開
す
る
に
は
、
田
中
さ
ん
の
よ
う
な
人

材
の
育
成
・
確
保
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
地
域
の
風
土
、
生
活

の
実
情
や
歴
史
、
利
用
者
の
方
の
将
来

を
見
据
え
る
な
ど
、
対
処
法
で
は
な
く

根
本
か
ら
の
解
決
を
考
え
た
施
策
や
事

業
展
開
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。

行政視察報告

行
政
視
察
報
告

地
域
に
根
付
い
た
交
流
人
口
、就
労
支
援
の
取
り
組
み
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龍
郷
町
荒
波
地
区
の
荒
波
龍
美
館

（
あ
ら
ば
り
ゅ
う
び
か
ん
）

【
事
業
取
り
組
み
へ
の
経
緯
】

　

竹
田
泰
則
龍
郷
町
長
よ
り
、
龍
郷

町
全
体
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
傾

向
に
あ
る
が
、
荒
波
地
区
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
著
し
い
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
の
想
い
要
望
を
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
根
づ

い
た
事
業
構
築
に
取
り
組
め
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
。

【
事
業
実
施
ま
で
の
動
き
】

　

平
成
28
年
度
、
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
を
活
用
し
、
人
の
流
れ
を
生
み

出
し
、
地
域
の
稼
ぐ
力
の
創
生
を
目
的

に
し
た
「
秋
名
幾
里
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
大
学
の
学
生
に
よ

る
地
域
の
魅
力
や
資
源
の
掘
り
起
こ
し

で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
現
場
で
の
調
査

研
究
）
と
、
地
域
住
民
を
交
え
た
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
。「
訪
れ
る
人
が
食

事
や
宿
泊
が
で
き
る
場
所
」
が
挙
げ
ら

れ
た
。

　

平
成
29
年
度
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
補
助
金
を
活
用
し
、
龍
郷
町
で
は

初
め
て
採
用
と
な
っ
た
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
中
心
に
、
住
民
が
受
け
入

れ
主
体
と
な
り
、
地
域
の
伝
統
行
事
を

活
用
し
た
体
験
ツ
ア
ー
の
実
証
事
業
の

開
催
「
地
域
と
し
て
観
光
客
を
受
け
入

れ
る
体
制
の
構
築
」
を
図
っ
た
。

　

平
成
30
年
度
、
奄
美
群
島
成
長
戦

略
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
住

民
の
有
志
に
よ
って
「
一般
社
団
法
人
（
い

も
ー
れ 

あ
き
な
）」
が
設
立
、
空
き
家

を
改
修
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
が
ま
家
」

の
運
営
を
ス
タ
ー
ト
。

　

令
和
２
年
度
、「
荒
波
龍
美
館
」
運

営
開
始
。
令
和
３
年
１
月
に
は
、
た
つ

ご
う
移
住
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
「
住
も
う

デ
ィ
」
を
開
設
。
移
住
相
談
窓
口
と
し

て
運
用
し
、
移
住
者
受
け
入
れ
増
加
へ

の
取
り
組
み
を
行
って
い
る
。

龍
郷
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル

「
Ｅ‒

バ
イ
ク
」

【
Ｅ‒

バ
イ
ク
と
は
】

　
モ
ー
タ
ー
の
力
で
ペ
ダ
ル
を
回
す
力
を

ア
シ
ス
ト
す
る
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転

車
で
、
長
距
離
や
山
越
え
も
、Ｅ‒

バ
イ

ク
が
体
と
心
理
的
負
担
を
軽
減
で
き
る

自
転
車
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
喜
界
町
で
も
取
り
組
み
が
検
討
】

　

世
界
で
脱
炭
素
社
会
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
中
、
喜
界
町
の
地
理
的
条
件

な
ど
を
鑑
み
る
と
、
ニ
ー
ズ
の
あ
る
取
り

組
み
で
は
な
い
か
。

【
所
感
】

　

町
全
体
か
ら
地
区
や
集
落
に
応
じ
た

施
策
は
、
地
域
住
民
と
共
に
作
り
上
げ

る
事
業
展
開
に
繋
が
り
、
課
題
解
決
に

継
続
的
、
発
展
的
に
取
り
組
め
る
の
で

は
な
い
か
。
具
体
的
に
は
、

① 

各
家
庭
の
家
庭
料
理
を
日
替
わ
り

で
提
供
。

② 

一
般
社
団
法
人
設
立
に
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
中
心
に
、
地
域
住
民

の
参
加
、
出
資
に
よ
る
設
立
は
参
考
に

な
る
と
考
え
る
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

「
あ
ま
み
ん
」

【
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
と
は
】

　

企
業
、
団
体
に
就
職
す
る
こ
と
が
困

難
な
障
害
者
の
方
に
、
就
労
に
繋
が
る

よ
う
支
援
を
行
う
施
設
。

【
あ
ま
み
ん
の
概
要
】

　
「
あ
ま
み
ん
」
の
代
表
取
締
役
、
田

中
さ
ん
は
埼
玉
県
出
身
で
、
琉
球
大
学

を
卒
業
後
、
28
歳
で
信
州
大
学
医
学

部
保
健
学
科
に
入
学
、
32
歳
で
作
業
療

法
士
と
な
り
、
沖
縄
の
精
神
科
病
院
で
、

精
神
デ
イ
ケ
ア
、
精
神
科
訪
問
看
護
及

び
退
院
前
訪
問
に
従
事
。
40
歳
で
奄
美

大
島
に
移
住
、
奄
美
病
院
付
属
精
神

科
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
に
勤
務
。
そ

の
後
「
あ
ま
み
ん
」
を
起
業
し
現
在
６

年
目
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
、
作
業
療
法
士
、
精
神

保
健
福
祉
士
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
多
種
多
様
で
10
名
で
す
。
利
用
者

の
登
録
数
は
30
名
で
１
日
平
均
約
20
名

が
通
所
。
男
性
は
、
統
合
失
調
症
の
方

が
多
く
、
女
性
は
気
分
障
害
系
が
多
い
。

　

運
営
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

金
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多
く
の
申
請

を
行
い
、
現
在
、
龍
郷
町
か
ら
の
助
成

金
に
は
頼
ら
な
い
運
営
を
行
って
い
る
。

　

施
設
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
（
氷
菓
子
）

を
製
造
す
る
加
工
所
、
販
売
所
、
農
業

ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
そ
の
他
に
交
流
が
図
れ

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

の
ど
か
で
遊
び
心
の
あ
る
施
設
。

【
就
労
体
制
・
仕
事
内
容
】

　

外
作
業
（
農
福
連
携
）
チ
ー
ム
、
食

品
加
工
・
ジ
ェラ
ー
ト
チ
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン

チ
ー
ム
、
リ
ワ
ー
ク
（
職
場
復
帰
に
向

け
た
リ
ハ
ビ
リ
）
に
分
か
れ
て
お
り
、
利

用
者
に
応
じ
た
就
労
体
制
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
は
、
稼
い
だ
分

か
ら
し
か
工
賃
を
出
し
て
は
い
け
な
い

ル
ー
ル
が
あ
る
た
め
、
原
料
の
生
産
、

加
工
、
販
売
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
事
務

作
業
を
チ
ー
ム
で
役
割
分
担
し
連
携
す

る
こ
と
で
、
売
上
向
上
に
つ
な
げ
工
賃

増
額
に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
な
か
で
、

奄
美
群
島
の
食
材
を
活
か
し
た
ジェラ
ー

ト
を
製
造
販
売
。
マ
ン
ゴ
ー
、
パッ
シ
ョン

フ
ル
ー
ツ
、
た
ん
か
ん
、
黒
糖
、
月
桃
、

は
ち
み
つ
、
塩
、
な
ど
で
、
喜
界
島
の

白
ゴ
マ
を
使
用
し
た
商
品
も
販
売
。
ま

た
、
地
域
農
家
で
の
作
業
を
行
い
、
対

価
と
し
て
作
物
を
頂
く
こ
と
で
商
品
製

造
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
げ
て
い
る
。

【「
あ
ま
み
ん
」
が
目
指
す
取
り
組
み
】

　

地
域
ぐ
る
み
の
６
次
産
業
化
で
奄
美

ら
し
い
農
業
加
工
品
を
県
外
に
出
荷
し
、

工
賃
、充
実
感
、地
域
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、

就
労
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
者
雇

用
の
推
進
を
図
り
、
就
職
先
の
構
築
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。

【
所
感
】

　

田
中
さ
ん
の
自
助
あ
る
運
営
、
そ
れ

に
共
感
を
持
つ
方
が
協
力
す
る
共
助
、

国
の
力
を
活
用
す
る
公
助
。
事
業
を
展

開
す
る
に
は
、
田
中
さ
ん
の
よ
う
な
人

材
の
育
成
・
確
保
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
地
域
の
風
土
、
生
活

の
実
情
や
歴
史
、
利
用
者
の
方
の
将
来

を
見
据
え
る
な
ど
、
対
処
法
で
は
な
く

根
本
か
ら
の
解
決
を
考
え
た
施
策
や
事

業
展
開
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。

就労継続支援B型「あまみん」

龍郷町荒波龍美館
（あらばりゅうびかん）
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町民の小さな声にも耳を傾けて真剣に考え、具体策
に向けて取り組む議員の方々の姿勢に深く感銘して
います。今後の活躍に期待します。 
【年代：60代】

空港の待合室が狭い。特に荷物の受渡しエリアが狭
く、私はコロナウイルス感染予防を考えて強風・大雨
時でも外で待機している。そのようなことで、空港の
改修等を希望します。 【年代：70代】

議会だより毎回楽しみにしています。ですが質問する
人は毎回しています。出来ない人もいます残念です。
何の為に議員になったのかと思います。島のために
がんばってほしいです。 【年代：70代】

町営共同墓は、是非とも作ってほしい。空き家の木の
バッサイが大変です。良い方法はないものか。軽石の
回収を早くしてほしい。 【年代：60代】

人口減少・島の経緯の先読んだ対策などもう少し、懸
念される実状を分析して活溌な意見がほしいと感じ
る。 【年代：60代】

交通量の多い交差点への信号機もしくはミラーの設
置を検討してはいただけないでしょうか。
【年代：40代】

喜界町は安心して子育てできるいい島です。赤連・湾・
中里に子育て世帯が多いのですが、公園が少ないで
す。また、室内でも遊べる児童センターがあると、雨の
日などでも友達と遊べてとてもよいと思います。よろ
しくお願いします。 【年代：40代】

一般質問を全議員でもっともっと、頑張って下さい。 
【年代：不明】

いつも町民の為に活動して頂き、ありがとうございま
す。コロナ対策についてマスクやワクチンのメリットば
かりでなく、デメリットも伝えて頂きたいです。ワクチ
ンの副反応報告は厚労省のHPにも記載されており、
治験中でもあるので安全だとは言い切れないと思い
ます。５～１１歳接種券の一律送付も賛成出来ません。
マスク着用で、口呼吸になったり、低酸素による脳へ
の影響、頭痛、表情がわかりづらくコミニュケーション
不足など、特に子供への悪影響が懸念されます。過
度な消毒は常在菌までも減らしていまい、コロナ対策
が行き過ぎると健全な子供の発育、成長が阻害され
るのではと心配です。全てにおいて、メリット、デメリッ
トを踏まえ、個々が判断して行動出来ればと思います。 
【年代：30代】

町議の皆様、喜界町の発展の為に頑張って下さい。
ご苦労様です。湾港公園でグランドゴルフをさせても
らえませんか？週一回友達４人です。歩いていくのに
近いので、よろしくお願い致します。 【年代：80代】

２月６日キカイジマニモウイルスガキテカラ２月９日カ
ラヨヤクノキャンセルデス　ダイダゲキモウケテイマ
ス　（カンコウギョウ）コロナノナカ　イツマデナノカ
　フアンデココロイタミマス。 【年代：不明】

日々、喜界町の為に活動に励まれている事と思います。
しかし、その活動が表にはあまり見えてこないとの声
をよく聞きます。こういった事から「議会だより」に以
下の事を掲載してはいかがかでしょうか？１ページ使
い、議員１人の現在の活動状況具体的に現在の思い
「今とりくんでいる事」各号1人か2人づつ。
【年代：不明】

　皆様からお寄せ頂いたアンケート内容は広報委員会にて協議し掲載致しております。第２回はがき
アンケート内容は先月号（第１８７号）から２回に分けて受け取り順にご意見・ご感想を掲載致しま
す。尚、個人・団体等への誹謗中傷と判断した内容がある場合は掲載を控えておりますので、予めご
了承いただきますようお願い申し上げます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

龍
郷
町
荒
波
地
区
の
荒
波
龍
美
館

（
あ
ら
ば
り
ゅ
う
び
か
ん
）

【
事
業
取
り
組
み
へ
の
経
緯
】

　

竹
田
泰
則
龍
郷
町
長
よ
り
、
龍
郷

町
全
体
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
傾

向
に
あ
る
が
、
荒
波
地
区
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
著
し
い
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
の
想
い
要
望
を
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
根
づ

い
た
事
業
構
築
に
取
り
組
め
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
。

【
事
業
実
施
ま
で
の
動
き
】

　

平
成
28
年
度
、
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
を
活
用
し
、
人
の
流
れ
を
生
み

出
し
、
地
域
の
稼
ぐ
力
の
創
生
を
目
的

に
し
た
「
秋
名
幾
里
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
大
学
の
学
生
に
よ

る
地
域
の
魅
力
や
資
源
の
掘
り
起
こ
し

で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
現
場
で
の
調
査

研
究
）
と
、
地
域
住
民
を
交
え
た
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
。「
訪
れ
る
人
が
食

事
や
宿
泊
が
で
き
る
場
所
」
が
挙
げ
ら

れ
た
。

　

平
成
29
年
度
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
補
助
金
を
活
用
し
、
龍
郷
町
で
は

初
め
て
採
用
と
な
っ
た
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
中
心
に
、
住
民
が
受
け
入

れ
主
体
と
な
り
、
地
域
の
伝
統
行
事
を

活
用
し
た
体
験
ツ
ア
ー
の
実
証
事
業
の

開
催
「
地
域
と
し
て
観
光
客
を
受
け
入

れ
る
体
制
の
構
築
」
を
図
っ
た
。

　

平
成
30
年
度
、
奄
美
群
島
成
長
戦

略
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
住

民
の
有
志
に
よ
って
「
一般
社
団
法
人
（
い

も
ー
れ 

あ
き
な
）」
が
設
立
、
空
き
家

を
改
修
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
が
ま
家
」

の
運
営
を
ス
タ
ー
ト
。

　

令
和
２
年
度
、「
荒
波
龍
美
館
」
運

営
開
始
。
令
和
３
年
１
月
に
は
、
た
つ

ご
う
移
住
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
「
住
も
う

デ
ィ
」
を
開
設
。
移
住
相
談
窓
口
と
し

て
運
用
し
、
移
住
者
受
け
入
れ
増
加
へ

の
取
り
組
み
を
行
って
い
る
。

龍
郷
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル

「
Ｅ‒

バ
イ
ク
」

【
Ｅ‒

バ
イ
ク
と
は
】

　
モ
ー
タ
ー
の
力
で
ペ
ダ
ル
を
回
す
力
を

ア
シ
ス
ト
す
る
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転

車
で
、
長
距
離
や
山
越
え
も
、Ｅ‒

バ
イ

ク
が
体
と
心
理
的
負
担
を
軽
減
で
き
る

自
転
車
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
喜
界
町
で
も
取
り
組
み
が
検
討
】

　

世
界
で
脱
炭
素
社
会
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
中
、
喜
界
町
の
地
理
的
条
件

な
ど
を
鑑
み
る
と
、
ニ
ー
ズ
の
あ
る
取
り

組
み
で
は
な
い
か
。

【
所
感
】

　

町
全
体
か
ら
地
区
や
集
落
に
応
じ
た

施
策
は
、
地
域
住
民
と
共
に
作
り
上
げ

る
事
業
展
開
に
繋
が
り
、
課
題
解
決
に

継
続
的
、
発
展
的
に
取
り
組
め
る
の
で

は
な
い
か
。
具
体
的
に
は
、

① 

各
家
庭
の
家
庭
料
理
を
日
替
わ
り

で
提
供
。

② 

一
般
社
団
法
人
設
立
に
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
中
心
に
、
地
域
住
民

の
参
加
、
出
資
に
よ
る
設
立
は
参
考
に

な
る
と
考
え
る
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

「
あ
ま
み
ん
」

【
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
と
は
】

　

企
業
、
団
体
に
就
職
す
る
こ
と
が
困

難
な
障
害
者
の
方
に
、
就
労
に
繋
が
る

よ
う
支
援
を
行
う
施
設
。

【
あ
ま
み
ん
の
概
要
】

　
「
あ
ま
み
ん
」
の
代
表
取
締
役
、
田

中
さ
ん
は
埼
玉
県
出
身
で
、
琉
球
大
学

を
卒
業
後
、
28
歳
で
信
州
大
学
医
学

部
保
健
学
科
に
入
学
、
32
歳
で
作
業
療

法
士
と
な
り
、
沖
縄
の
精
神
科
病
院
で
、

精
神
デ
イ
ケ
ア
、
精
神
科
訪
問
看
護
及

び
退
院
前
訪
問
に
従
事
。
40
歳
で
奄
美

大
島
に
移
住
、
奄
美
病
院
付
属
精
神

科
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
に
勤
務
。
そ

の
後
「
あ
ま
み
ん
」
を
起
業
し
現
在
６

年
目
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
、
作
業
療
法
士
、
精
神

保
健
福
祉
士
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
多
種
多
様
で
10
名
で
す
。
利
用
者

の
登
録
数
は
30
名
で
１
日
平
均
約
20
名

が
通
所
。
男
性
は
、
統
合
失
調
症
の
方

が
多
く
、
女
性
は
気
分
障
害
系
が
多
い
。

　

運
営
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

金
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多
く
の
申
請

を
行
い
、
現
在
、
龍
郷
町
か
ら
の
助
成

金
に
は
頼
ら
な
い
運
営
を
行
って
い
る
。

　

施
設
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
（
氷
菓
子
）

を
製
造
す
る
加
工
所
、
販
売
所
、
農
業

ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
そ
の
他
に
交
流
が
図
れ

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

の
ど
か
で
遊
び
心
の
あ
る
施
設
。

【
就
労
体
制
・
仕
事
内
容
】

　

外
作
業
（
農
福
連
携
）
チ
ー
ム
、
食

品
加
工
・
ジ
ェラ
ー
ト
チ
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン

チ
ー
ム
、
リ
ワ
ー
ク
（
職
場
復
帰
に
向

け
た
リ
ハ
ビ
リ
）
に
分
か
れ
て
お
り
、
利

用
者
に
応
じ
た
就
労
体
制
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
は
、
稼
い
だ
分

か
ら
し
か
工
賃
を
出
し
て
は
い
け
な
い

ル
ー
ル
が
あ
る
た
め
、
原
料
の
生
産
、

加
工
、
販
売
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
事
務

作
業
を
チ
ー
ム
で
役
割
分
担
し
連
携
す

る
こ
と
で
、
売
上
向
上
に
つ
な
げ
工
賃

増
額
に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
な
か
で
、

奄
美
群
島
の
食
材
を
活
か
し
た
ジェラ
ー

ト
を
製
造
販
売
。
マ
ン
ゴ
ー
、
パッ
シ
ョン

フ
ル
ー
ツ
、
た
ん
か
ん
、
黒
糖
、
月
桃
、

は
ち
み
つ
、
塩
、
な
ど
で
、
喜
界
島
の

白
ゴ
マ
を
使
用
し
た
商
品
も
販
売
。
ま

た
、
地
域
農
家
で
の
作
業
を
行
い
、
対

価
と
し
て
作
物
を
頂
く
こ
と
で
商
品
製

造
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
げ
て
い
る
。

【「
あ
ま
み
ん
」
が
目
指
す
取
り
組
み
】

　

地
域
ぐ
る
み
の
６
次
産
業
化
で
奄
美

ら
し
い
農
業
加
工
品
を
県
外
に
出
荷
し
、

工
賃
、充
実
感
、地
域
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、

就
労
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
者
雇

用
の
推
進
を
図
り
、
就
職
先
の
構
築
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。

【
所
感
】

　

田
中
さ
ん
の
自
助
あ
る
運
営
、
そ
れ

に
共
感
を
持
つ
方
が
協
力
す
る
共
助
、

国
の
力
を
活
用
す
る
公
助
。
事
業
を
展

開
す
る
に
は
、
田
中
さ
ん
の
よ
う
な
人

材
の
育
成
・
確
保
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
地
域
の
風
土
、
生
活

の
実
情
や
歴
史
、
利
用
者
の
方
の
将
来

を
見
据
え
る
な
ど
、
対
処
法
で
は
な
く

根
本
か
ら
の
解
決
を
考
え
た
施
策
や
事

業
展
開
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。

◆ 「議会だより・議会」に対しての意見（はがきアンケート）

はがきアンケート
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女性議員の誕生を期待します。戦中最後の沖縄県知
事（1945年1月赴任）島田あきら（軍に抗した官僚の
気骨）（ただまっすぐ）信念。 
【年代：50代、80代】

前から気にかかっていた「野良猫対策」について質疑
応答がありうれしくおもいました。動物病院側への少
しでも助成があればと思っています。島の方々はすご
く助かっていると思います。一人暮らしの高齢者の多
頭飼い等・対策もお願いします。猫が癒しとなってます
ので。 【年代：60代】

「議会だより」毎回拝読しております。子供たちの為
に陸上競技場を進めて欲しいと思います。
【年代：60代】

町民が楽しく運動できる場を作って欲しい。年齢問わ
ず、特に若年層の体力作り、親睦を深める場があるこ
とで、魅力を感じ喜界島をもっと好きになると思う。
空き缶・お菓子の袋等のポイ捨てなんとかならないで
しょうか？ 【年代：80代】

議会に対する意見は特にありません。しかし、町政に
対する意見多々あり、1人1人の議員・議会は次の事、
把握しているかな？
①スズメバチのこと、１件無線放送があったのみ。他
に３集落で見つかっているが知らない人がたくさん
（集落の人でさえ）
②トンガ地震津波警報時の避難放送がとてもとても
遅い、何の為の災害無線。
③コロナ感染の放送が形式的、いい加減、あきれてい
る等々。何の為の町行政の仕事しているの？と思う
事あり。 【年代：不明】

島の行政がわかりやすくまとめられている。子育て世
代として必要な保育所の改築もされて適切に運営さ
れていると思う。引き続き続けてほしい。
【年代：30代】

喜界町も高齢が進み白内障の患者が多いので島外
に手術に行くのは大変ですので徳洲会病院で手術
が出来るよう要望してほしいです。 
【年代：70代】

１８６号の議会だよりに津波について防災気象情報
の用語を学びました。有難う御座いました。私達の災
害は何時、処で、どんな時に目前に来ないとも限りま
せん。地震や津波に備えて常日頃に家族が避難場所、
逃げる道順等話合いをして又集団避難の場所も決め
て置けばいざと言う町の防災無線に耳を傾けたら自
己判断で決められた避難場所へ安心感が考えが思
いつくでしょうと思う次第です。 
【年代：80代】

先日、一般質問の応答が活発で頼もしい議会でした。
各自90分という持ち時間をフルに活用して、これから
も大いに町民の声を議会に届けて下さい。みなさん
を応援しています。 【年代：60代】

福祉に強い島づくりをお願いします。ということは、誰
もが、暮らしやすいのではないでしょうか。小さい島だ
からこそ、全島民で取り組んで、オーガニックの島を
目指して下さい。さとうきびから、ガーデニングまで。
ちばりょ～！ 【年代：40代】

若い議員が、頑張っているので心配ない。ガンバレ　
若い議員。 【年代：80代】

町民のために役立って下さいね。 【年代：60代】

　この度は、お忙しい中はがきアンケートにご協力い
ただき、誠にありがとうございました。
お陰様で、貴重なご意見を多数いただくことができ、
今後の議会活動に活かして参ります。
　尚、お手元にはがきアンケートをお持ちの方は2年
間有効になっておりますので今後もお気軽に、ご意見
等お寄せ下さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

はがきアンケートにご協力いただいた皆様へ
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・喜界町提出議題・議会のうごき

議会のうごき （７月～８月）議会のうごき （７月～８月）

７月２２日 ㈮　…………  離島振興議長会総会　オンライン会議　議長

７月２８日 ㈭ ～ ３０日 ㈯　…………  奄振予算要請活動（東京）議長

８月  ４日 ㈭　…………  市町村政研修会（鹿児島）議員全員

次の議会は、９月上旬を予定しています。

また、喜界町ホームページでは、議会開会中の模様をインターネット中継でご覧いただけます。
（動画配信サイトで「喜界町議会定例会」を検索していただき、録画もご覧いただくことができます。）

午前9時30分 開会　皆様の傍聴をお待ちしています。

お問合せ　喜界町議会事務局　電話 65 - 1115

ご案内

第
６
３
回
奄
美
群
島
議
会
議
員
大
会
に
お
い
て

喜
界
町
か
ら
議
題
提
出
を
致
し
ま
し
た
。

第
６
３
回
奄
美
群
島
議
会
議
員
大
会
に
お
い
て

喜
界
町
か
ら
議
題
提
出
を
致
し
ま
し
た
。

島
外
治
療
の
交
通
費
等
助
成
に
つ
い
て

　

喜
界
町
で
は
医
療
体
制
に
は
限
り
が
あ
り
高
度
な
治
療
や
専
門
的
治

療
を
要
す
る
際
、
島
外
の
医
療
機
関
で
の
治
療
、
診
察
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
交
通
費
、
宿
泊
費
な
ど
多
額
の
費
用
を
要
し
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
休
業
、
休
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
収
入
も
減
少
す
る
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
子
供
や
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
付
添
を
必
要
と

す
る
こ
と
が
多
く
、
本
人
以
外
の
費
用
も
負
担
と
な
り
ま
す
。　

　

喜
界
町
で
は
町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
へ
の

取
り
組
み
や
若
年
層
（
20
歳
〜
39
歳
）
の
健
診
費
用
の
助
成
を
行
い
、
病

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
幼

少
期
か
ら
の
食
育
や
睡
眠
、
運
動
の
あ
り
方
な
ど
町
民
生
活
の
原
点
を
見

直
し
免
疫
力
向
上
を
図
り
、
病
気
に
な
ら
な
い
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
病
気
や
ケ
ガ
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
等
で
、
島
外
で

の
治
療
、
診
察
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
際
に
経
済
的
精
神
的
に
苦
悩
し
な
い

よ
う
、
負
担
軽
減
に
向
け
た
島
外
治
療
の
交
通
費
等
助
成
制
度
の
早
期

実
現
を
強
く
要
望
致
し
ま
す
。
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近
年
、多
く
の
企
業
や
諸
団
体
で
は
自
ら
消

費
者
や
住
民
に
知
ら
せ
る
広
報
活
動
だ
け
で

な
く
、国
民
を
始
め
広
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
利
害
関
係
者
）の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見・ご
要

望
を
伺
う
広
聴
活
動
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　

喜
界
町
議
会
で
も
、町
民
の
皆
さ
ん
へ
親
し

ま
れ
る「
議
会
だ
よ
り
」を
目
指
す
の
は
基
よ

り
、「
は
が
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
通
じ
て
多
く
の

町
民
の
声
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。こ
の
間
2
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
お
よ
そ
１
３
０
名
の
皆
さ
ん

の
貴
重
な
ご
意
見
、ご
要
望
、叱
咤・激
励
は
今

号
も
含
め「
議
会
だ
よ
り
」に
掲
載
し
お
届
け

し
て
い
ま
す
。ま
た
今
後
の
議
会
、議
員
活
動

に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、親
し
ま
れ
る「
議
会
だ
よ
り
」

の
発
行
を
目
指
し
つ
つ
、町
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
大
切
に
し
た
活
動
に
一
層
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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直
に
肌
に
感
じ
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ラ
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岡 
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一
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博
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野
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也

土
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長
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委
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委　
　

員

編

集

後
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今
で
は
、
議
会
の
傍
聴
に
行
け
な
い
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
利
用
し
て
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
も
の
で
、
ス
マ
ホ
で
も
パソ
コ

ン
で
も
、
畑
で
も
庭
で
も
、
ス
マ
ホ
や
W
i
‐
F
i
の
電

波
さ
え
あ
れ
ば
何
処
で
も
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

喜
界
町
議
会
一
般
質
問
の
毎
回
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
再
生
回

数
を
み
る
と
、
1
0
0
回
以
上
5
0
0
回
未
満
と
町
民

の
関
心
は
高
く
、
こ
れ
は
町
民
の
議
員
に
対
す
る
期
待
の

表
れ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
便
利
な
世
の
中
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
直

に
感
じ
る
傍
聴
に
行
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

質
問
に
立
つ
議
員
の
皆
さ
ん
の一生
懸
命
さ
、
そ
れ
に
答

え
る
行
政
の
方
た
ち
の
姿
勢
等
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
傍
聴
席

に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
各
自
に
与
え
ら
れ
た
質
問
時
間

は
90
分
。
議
会
運
営
ル
ー
ル
に
従
い
、
い
か
に
有
効
に
そ
し

て
簡
潔
に
議
論
を
深
め
る
か
そ
の
真
剣
さ
が
肌
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
議
会
も
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
同
様「
ラ
イ
ブ
」が一番
。

是
非
、
誘
い
合
っ
て
、
議
会
の
空
気
を
直
に
肌
に
感
じ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
議
会
後
に
、
町
内
全
戸
に
紙
媒
体
で
の
「
議
会
だ

よ
り
」
が
配
付
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
喜
界
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が

可
能
で
す
。
つ
ま
り
ス
マ
ホ
や
パソ
コ
ン
が
あ
っ
て
、
電
波
が

届
け
ば
日
本
中
何
処
で
も
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
世
界
中

ど
こ
に
い
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
、
全
く
、
便
利
な
世
の
中

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
議
会
も
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
同
様
「
ラ

イ
ブ
」
が一番
。

　

活
字
よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
そ
の
場
の
空
気
が
伝
わ
る
「
ラ

イ
ブ
」
が一番
。

　

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
4
月
の
広
報
き
か
い
で
「
議

会
報
告
会
」
の
初
開
催
が
案
内
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
町

民
が
そ
れ
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

非
常
に
残
念
な
こ
と
に
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

12
名
の
全
議
員
が
一
堂
に
会
し
て
、
議
会
の
日
頃
の
活
動

を
報
告
し
、
町
民
が
直
に
そ
れ
を
聞
く
機
会
は
こ
れ
ま
で
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
議
会
と
町
民
が
情
報
を
交

換
し
、
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
意
義
深

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
町
民
が
議
会

の
活
動
の
様
子
を
知
り
、
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
い
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
通
じ

て
島
の
未
来
を
一
緒
に
語
り
、
何
か
を
生
み
出
し
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
「
議
会
報
告
会
」
も
、
議
員
と
町

民
が
直
に
向
い
合
い
、思
い
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
合
え
る
「
ラ

イ
ブ
」
が一番
。

　

今
回
は
残
念
で
し
た
が
、
是
非
、
早
め
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
「
議
会
報
告
会
」

が
継
続
的
に
開
催
さ
れ
、
老
若
男
女
の
活
発
な
意
見
交
換

が
さ
れ
る
こ
と
で
、
議
員
と
町
民
が
共
有
で
き
る
島
の
未
来

図
が
具
体
的
に
形
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。


